
  【別紙様式２】 

令和３年度 がん教育総合支援事業 「がん教育外部講師派遣」 報告書 

   学校等名       東彼杵町立彼杵小学校          担当者名      養護教諭 森 嘉代子 

電   話        0957 46-0038                Ｆ Ａ Ｘ        0957 46-1181   

実施日 令和 ３ 年１１ 月 ９ 日（火）  １３：００  ～ １６：００           

場 所  本校体育館 

講座名  がん教育 

講  師  岡田 雅彦  氏   （ 〇がん専門医 ・ 医療関係者 ・ がん経験者等 ）    

近隣校への

案内 

案内先：東彼杵町立 千綿小学校 

       〃     東彼杵中学校           計２校                            

参加者 

児童・生徒 

   学年 

(４９ ）人 

学校職員 

 

(２０）人 

保護者 

 

（ １ ）人 

他校職員等 

 

（ ０ ）人 

その他 

（                    ） 

（  ７０   ）人 

テーマと 

  内 容 

『心身ともに健康な生活をおくるために大切なこと』 

・日常の基本的生活習慣と病気との関係  

・病気(がん)にかからないために気をつけること 

・がんに対する正しい知識            ・がん患者に対しての向き合い方 

＜当日の様子＞ ＊事業の様子等を必ず画像で添付してください。 

 

 

＜講師からの指導や助言・成果＞  

がんに対する正しい知識やがんにかからないための具体的な対応(基本的生活習慣の見直しや積極的に

検診を受ける等)について、児童にわかりやすく説明していただき、これから大切な時期を迎える子どもたちの

日常生活をふり返らせる良い機会となった。また、がん患者への向き合い方については、優しく温かな講師の

先生の一言一言が、子どもたちの心に浸透し、がん患者に限らず、弱い立場の人に対しての支援の仕方につ

いて、たくさんのことを学ぶ機会となった。翌日より修学旅行に参加し、早速、児童同士がお互いに助け合い

気持ちよく行動している姿を見て、生活の中で実践しようとする思いが伝わってきた。がん教育＝生き方の教

育という点で、一人の医師としてひたむきに患者さんと向き合う岡田先生の姿勢に感銘を受けた。 

＜今後の取組及び課題＞ ＊今後のがん教育の充実に向けての活用等 

・学級会活動や保健指導等で、基本的生活習慣の定着を目指し、心身ともに健康を維持し、中学生活へ

とつなげていく。 

・薬物乱用防止教室を実施する際に、病気の予防の観点も含み、がんに罹患するリスクの高い、“喫煙”

や“飲酒”に対し、がん教育と関連性を持たせ、より効果的な指導とする。 

 


